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は じ め に

海外か ら の切 り 花， ラン 苗， 草花苗， 観葉植物苗， 花
き 球根類， 草花種子等の輸入量 は ， 航空機お よ び海上 コ

ン テ ナ ーと い っ た輸送手段 の発達 に 伴 っ て新鮮 な状態で
短時間 の う ち に輸入す る こと が可能と な っ た こと ， 我 が
固 に お け る 切 り 花や観葉植物の需要が増大 し て い る こと
等の事情か ら ， 過去数年来大幅 に 増加 し て き た 。

特に切 り 花の輸入量の伸びは著 し いが， そ の背景に は
生活水準の向上や生活様 式の変化 に 伴 っ て ， 従来か ら の
贈答用 ・ 業務用 の需要 だ け で な く 一般家庭での花 の消費
需要が増加 し ， 海外の 多種多様 な切 り 花が希求 さ れ る 時
代と な っ た こと があ る 。 ま た ， 切 り 花生産用 に使用 さ れ
る 球根類や苗類の輸入量 も 増加 し て い る 。

こ の よ う な輸入状況 の下で， 切 り 花や種苗類に 寄生 ・
付着 し て海外の病害虫が侵入す る危 険性 も ま た増 し て い
る 。 本稿では， こ れ ら の輸入の現状と そ れ に 対す る 植物
検疫の状況 ， さ ら に検査で発見 さ れ る 主 な病害虫 に つ い
て紹介す る 。

I 輸 入 の 現 状

平成 8 (1996) 年の観賞用植物の輸入数量 は， 切 り 花
120，144 万 本， 苗 木 類 1 7 ， 3 19 万 本， 球 根 類 60 ， 992 万

球， 草花種子 28 千 t で， 5 年前 に比較す ると 切 り 花が 3
倍， 苗木類が l . 7 倍， 球根類が 2 倍， 草花種子が 0 . 9 倍
であ る (図-1 参照) 。

種類 ごと の輸入状況 の変遷お よ び平成 8 (1996) 年に

お け る 主 な輸 出 国と 植物の種類 は 表一l お よ び表 2 のと
お り であ る 。
1 切 り 花

世界 の 47 か 国 か ら 490 種類以上 の 切 り 花類が輸 入 さ
れ て い る 。 そ の輸 出 国と し て は， 中 国， タ イ ， オ ラン
ダ， ア メ リ カ が上 位 4 か 国 で， そ れ ら の 国 が全 体 の 約
75% を 占 め て い る 。 以 前 は デン ド ロ ビ ュ ー ム ， キ ク ， レ
ザー ファーン が輸入量の上位であ っ た が， 最近で は サ カ
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キ お よ び ヒ サ カ キ の 切 り 校 が こ れ にと っ て 替わ っ て お
り ， 両品 目 で 5 億本 (切 り 花全体 の 約 42% ) も輸 入 さ
れて い る 。

最近の傾向と し て は， 輸出 国 の 分散化 ・ 種類の多様 化
が進んでい る 。 か つ て の切 り 花 の 主 流 は ， タ イ ， シン ガ
ポ ー ル産 の ラン ， コ ロン ピ ア 産 カ ー ネ ー シ ョン ， ア メ リ
カ 産 レ ザー ファーン ， 台湾産キ ク ， ハワ イ 産 アン ス リ ウ
ム 等 であ っ た が， 現在 は， 中 国産サ カ キ ， ヒ サ カ キ や イ

ン ド 産パ ラ 等 も 盛 ん に輸入 さ れて い る 。 サ カ キ ， ヒ サ カ
キ の切 り 校 は ， 神事 ・ 供花用と し て そ の大部分が中国か
ら海上コン テ ナ ー に よ り輸 入 さ れて い る 。 そ の他 グ ア テ
マ ラ ， コ ス タ リ カ 産 レ ザー ファーン ， ト ル コ 産 カ ー ネ ー
シ ョン の輸入 も 目立 つ て い る 。

ま た ， 昭和 60 ( 1 985) 年， オ ラン ダ に我 が 国 の 植物
防疫官 を 派遣 し ， 日 本 向 け切 り 花 に つ い て輸 出前 に オ ラ

ン ダで検査 ・ 確認す る 措置が採用 さ れた 。 こ の措置 に よ
り ， 日 本の港で行 う輸入検査 お よ びそ の手続等 に 要す る
時聞が短縮 さ れた が， こ の措置 も オ ラン ダ産お よ びオ ラ

ン ダ仕出 し の南 ア フ リ カ ， ケ ニ ア ， ジン ノ て フeエ， イ タ リ
ア ， イ ス ラ エ ノレ産等の切 り 花の輸入 を促進 さ せ る 一要因

と な っ たと 考え る 。 さ ら に ， 輸入 量 の 増 加とと も に 品
目 ・ 種類数 も 豊富 に な っ て お り ， パ ラ ， キ ク ， カ ー ネ ー
シ ョン の よ う な極め て 主流普遍的 な 品 目 以外 に ， 図鑑等

数量(本・球)

ロ 菌類 ( 十 万 本 )
回園 球根類(百万球 )
園田 切 り花類 ( 百万本)
+ 草花種子 ( 千 t )

数量 ( t )  

3 0  

図 - 1 種苗類 ・ 切り花の輸入検査数量の推移
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表-1 輸入実績上位植物の変遷

種 類 順位 1989年 1992年

菌 類 1 ナ デシ コ属 (1 9) ナ デシ コ属 (26)

2 ド ラセ ナ ( 7 ) ド ラセ ナ ( 6 ) 

3 デンド ロビ ュ ーム ( 4 ) デンド ロビ ュ ーム ( 6 ) 

4 ユ ッカ ( 4 ) ユ ッカ ( 3 ) 

5 フ ァ レ ノ プ シ ス ( 3 ) フ ァ レ ノ プ シ ス ( 3 ) 

球板 類 1 チュ ー リ ップ (53) ユ リ (1 07)

2 ユ リ (37) チュ ーリ ップ (1 02)

3 グ ラジオ ラス ( 9 ) アイリ ス ( 8 ) 

4 ヒ アシ ンス ( 5 ) ヒ アシ ンス ( 7 )

5 フ リ ージア( 3 ) クロッカ ス ( 6 ) 

草花種 子 ス イー ト ピ ー(1 5) コス モス (25)

2 キク属 ( 8 )  ヒ マワ リ (13)

3 コス モス ( 8 ) ス イ} ト ピ ー( 9 ) 

4 ヒ マワ リ ( 3 ) ヒ ョ ウタン( 8 ) 

5 カ ス ミソ ウ( 3 ) ヨ モギ ( 5 ) 

切り花 1 デンド ロビ ュ ーム (95) デンド ロビ ュ ーム (96)

2 キク(50) レ ザーフ ァ ーン(55)

3 レ ザーフ ァ ーン(36) キク(26)
4 ユ リ (31) ベ アグ ラス (26)
5 オンシ ジュ ーム (14) カ ーネ ーシ ョ ン(20)

1996年

ナ デシ コ属 (27)

キク属 (24)
ド ラセ ナ (13)
デンド ロビ ュ ーム ( 7 )

ヘ デラ( 6 ) 

ユ リ (207)

チュ ーリ ップ (202)

フ リ ージア(28)

グ ラジオ ラス (27)

アイリ ス (20)

ヒ マワ リ (27)
コス モス (23)

ルコウソ ウ属 (20)

ベ ニバ ナ (16)

キク属 (14)

サ カ キ(300)

ヒ サ カ キ(229)
デンド ロビ ュ ーム (114)

ヒ カ ゲ ノ カ ズ ラ(104)
レ ザーフ ァ ーン(80)

3 球根類

球 根 類 は 20 か 国 か ら

100 種類以上が輸入 さ れ て

い る が， オ ラ ン ダか ら の輸

入 が 全 体 の 97 . 0% を 占 め

て い る 。 主 な も の は， ユ リ

(平成 8 年 実績， 20 ， 705 万

球) ， チ ュ ー リ ッ プ (同，

20 ， 229 万球) ， フ リ ー ジ ア

(同， 2 ， 809 万球) ， グ ラ ジ

オ ラ ス (同， 2 ， 687 万 球) ， 

ア イ リ ス ( 同， 2 ， 048 万

球) と な っ て い る 。

備考 : ( )内の数 値の単位は次のとおりであ る. 苗 類 : 百万本 ， 球根 類 : 百万球 ， 種 子類 : 千 t ，

切り花 類 : 百万本.

ユ リ ， チ ュ ー リ ッ プ等 は

球根の庖頭販売用 に 加 え ，

切 り 花栽培用 と し て の輸入

が増加 し て い る 。 こ の 中 で

ユ リ は 1----3 月 が輸 入 の ピ

ー ク で あ る が， オ ラ ン ダで

の冷凍保存技術の 発達， リ

ー フ ァ ー コ ン テ ナ ー に よ る

輸送中 の 温度管理が適切 に

で調べな ければ種類がわ か ら な い よ う な珍 し い花 も 輸入

さ れて い る 。

2 苗木類

苗木類 は 58 か 国 か ら 輸入 さ れ， そ の 種類数 は 1 ， 000

種 を 超 え て い る 。 そ の 中 で も オ ラ ン ダ， ト ル コ ， ド イ ツ

他 7 か 国 産 カ ー ネ ー シ ョ ン (平 成 8 年 実 績， 2 ， 718 万

本) ， ブ ラ ジ ル， 南 ア フ リ カ ， ケ ニ ア 他 15 か 国 産 キ ク

(同， 2 ， 436 万本) ， コ ス タ リ カ ， ス リ ラ ン カ 他 14 か 国

産 ド ラ セ ナ (同， 1 ， 263 万本) ， タ イ 他 17 か 国産 デ ン ド

ロ ビ ュ ー ム (同， 707 万本) ， グ ア テ マ ラ ， オ ラ ン ダ他 6

か国産 キ ヅ タ (へ デ ラ ) (同， 573 万本) ， 台湾， タ イ 他

14 か国産 フ ァ レ ノ プ シ ス (同， 561 万本) 等の輸入が多

し こ れ ら 6 種類で苗木類の 47 . 7% を 占 め て い る 。 5 年

前 と 比較す る と キ ク お よ びへ デ ラ の 伸 びが著 し い。 ま

た ， ア ク ア プ ラ ン ト (水草) の輸入 も 目 立 つ て お り ， シ

ン ガ ポ ー ル， タ イ ， マ レ ー シ ア 等 か ら 216 万本 (平成 8

年実績) が輸入 さ れて い る 。 ア ク ア プラ ン ト は， 従来，

熱帯魚水槽の飾 り と し て使用 さ れて い た が， 近年， 熱帯

魚 と ア ク ア プラ ン ト を 素材 と し た 「 ア ク ア ー ト 」 の流行

を背景に輸入量が増 え て い る 。 ま た ， 本来の水草 と は い

え な い ド ラ セ ナ， セ ン ネ ン ボ ク と い っ た 木本植物 も 水草

用 と し て 輸入 さ れて い る 。

行わ れ る よ う に な っ た こ と か ら 周 年 を 通 じ て輸入 さ れて

お り ， チ ュ ー リ ッ プの輸入量 を上回 っ て い る 。

昭和 田 (1988) 年 に オ ラ ン ダ産 チ ュ ー リ ッ プ の 球根

31 品種 を 対象 に ， オ ラ ン ダ栽培地で の 日 ・ 蘭植物検疫

宮 に よ る 検査等の検疫措置 を行 う こ と に よ り ， 我が国で

の隔離栽培 を 免除す る 措置が導入 さ れた 。 そ の後， 隔離

検疫免除の対象品 目 ・ 品種 は年々 増加 し ， 平成 9 年現在

では チ ュ ー リ ッ プ以外 に ユ リ ， ヒ ア シ ン ス ， ア イ リ ス ，

ク ロ ッ カ ス ， フ リ ー ジ ア ， グ ラ ジ オ ラ ス ， ア マ リ リ ス の

8 品 目 が免除の対象 と な り ， 総品種数 は 2 ， 200 品 種 を 超

え て い る 。

4 草花種子

草花種子 は， 31 か 国 か ら 200 種類以上が輸入 さ れ て

い る 。 そ の 中 で も ， ア メ リ カ ， 台湾他 1 1 か 国産 ヒ マ ワ

リ (平成 8 年実績， 27 t) ， タ イ ， オ ラ ン ダ， 台 湾 他 11

か 国 産 コ ス モ ス ( 同， 23 t) ， ア メ リ カ 他 2 か 国産 1レ コ

ウ ソ ウ 属 (同， 20 t) ， ア メ リ カ 他 6 か 国 産 ベ ニ パ ナ

(同， 16 t) の輸入が多 い。 草花種子全体 の 輸入量 に つ

い て は， 年 に よ る 若干の増減が見 ら れ る も の の， 平均的

に は 28 千 t 前後で推移 し て い る 。
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表 - 2 主な輸出国 と 植物の種 類 (1996年)

国
一

レ

-

J

 

出一
ダ
ト

自一
ン
ガ

事
一
ラ

ン

イ

一
オ
シ

タ

分一
類

区
一

首

球根 類

プラジル

グ ア テ マラ

ス リ ランカ

台湾
コスタリ カ

イスラエ ル
トルコ

そ の他 48 カ 国

オランダ

ニュ ージーランド

アメリ カ

インド

トルコ

イスラエ ル
タイ

そ の他 1 3 カ 国

草花種 子 | アメリ カ

オランダ

デンマーク

台湾
中国

そ の他 38 カ 国

切り花 | 中国
タイ

オランダ

アメリ カ

シンガ ポ ール

オーストラリ ア

コロンピ ア

台湾
ニュ ージーランド

インド

そ の他 37 カ 国

数 量 比 率 主 な 植 物

32 1 8 . 8  ナ デシコ属 (10). プ テ ロカ クタス属 ( 2 ). へ デラ( 2 ) 
28 1 6 . 5  ハゴ ロモモ属 ， セ キシ ョ ウモ属等の水草 (27)
18 I 1 0 . 6  デンド ロビ ュ ーム ( 7 )， フ ァ レ ノ プシス( 2 ). オンシジュ ー

ム ( 1 )
14 8 . 2  キク属 (13)

8 4 . 7  へ デラ( 4 ). テ イ ランジア( 1 )

8 4 . 7  ド ラセ ナ ( 4 ). オウゴ ンカ ズ ラ( 1 )

8 4 . 7  フ ァ レ ノ プ シ ス( 3 ). パ キラ( 2 ) 

7 4 .1 ド ラセ ナ ( 6 ) 
6 3 . 5  ナ デシ コ属 ( 4 ). ユ リ アザミ属 ( 1 )

6 3 . 5  ナ デシコ属 ( 5 ) 
35 20 . 6  

576 I 97 . 0  I ユ リ (207). チュ ーリ ップ (202). フ リ ージア(28). グ ラジオ
ラス(26)

6 1  1 . 0 1 サ ンダーソ ニア( 5 ). カ ラー(0 . 5)

3 1  0 . 5 1 ハイモ属 ( 2 ). カ ラー( 1 ). アイリ ス(0 .1)

3 1  0 . 5 1 タマスダレ 属 ( 2 ). チュ ーベ ローズ (0 .1). アキメネ ス属 (0 .1)

2 1  0 . 3 1 ユ キノ ハナ属 ( 1 ). ステ ルンベ ルギ ア属 (0 . 2)

1 1  0 . 2 1 グ ラジオラス( 1 ). スイセ ン(0 .1)

1 1  0 . 2 1 ウコン属 (0 . 4). タマスダレ属 (0 . 4)

2 I 0 . 3  

82 1 43 . 4  1 ルコウソ ウ属 (20). ベ ニバナ (14). ヒ マワ リ (13). スイトピ

一 ( 9 ) 

24 1 1 2 . 7  1 コスモス( 6 ). ヒ マワリ ( 2 ) 

16 1 8 . 5 1 キク属 (10). ルピ ナ ス属 ( 1 )

1 5 1 7 . 9 1 ヒ マワ リ ( 7 ). コスモス( 5 ). サ ルビ ア( 1 ). キンセ ンカ ( 1 )

11 1 5 . 8 1 ナ デシ コ属 ( 3 ). ハルシ ャ ギ ク属 ( 2 ). シオン属 ( 2 ). スミ

レ属 ( 1 )

41 I 21 . 7 

636 1 53 . 0  1 サ カ キ(300). ヒ サ カ キ(229). ヒ カ ゲ ノ カ ズ ラ(99). マツ ( 3 ) 

1 01 1 8 . 4  1 デンド ロビ ュ ーム (96). オンシ ジュ ーム ( 2 . タマシダ( 2 ) 

86 1 7 . 2 1 キク(17). フ リ ージア(14). チュ ーリ ップ (1 2). パラ(11)

80 1 6 . 7 1 レ ザーフ ァ ーン(40). ベ アグ ラス(37). ゲ イラックス( 8 ) 

37 1 3 .1 1 デンド ロビ ュ ーム (16). オンシジュ ーム(10). ド ラセ ナ ( 7 )

36 1 3 . 0 1 スチールグ ラス(12). ワックスフラワー( 9 ). カ ンガ ルーポ

一 ( 4 ) 

30 I 2 . 5  I ;カ ーネ ーシ ョ ン(27)

29 1 2 . 4 1 グ ラジオラス(14). キク(1 7). オンシジュ ーム ( 2 ) 

18 1 1 . 5 1 カ ラー( 4 ). サ ンダーソ ニア( 3 ). シンピ ジュ ーム ( 3 ) 

17 1 1 . 4  1 パラ(17)

1 31 I 1 0 . 8  

ジ ラ ミ 類， 花 の 中 に は

ア ザ ミ ウ マ 類や ア プ ラ

ム シ類の寄生 し て い る

こ と が多 い 。 ハ ダニ類

や ア ザ ミ ヴ マ 類の幼虫

態 は ， 体長 l mm に も

満た な い た め に ， ル ー

ペ を使用 し て検査 し ，

発見 し た 虫 は 実体顕微

鏡で虫体 を 調 べ て 害虫

の種類 を 検索 し て 同定

を 行 っ て い る 。

( 2 ) 苗木類

首 木 類 の 輸 入 検 査

は ， 主 と し て 肉眼観察

に よ り 葉 ・ 茎お よ び根

部 に 病害虫が付着 し て

い な い か ど う か を検査

し て い る 。 植物体に 食

入す る 害虫 に つ い て は

植 物 体 の 部 分 的 な 切

開， 切断， は く 皮等 に

よ り ， 根部 に 寄生す る

線虫 に 対 し て は ベル マ

ン法等 に よ り ， ま た ，

鉢等 に 植 え 込 ま れた 状

態 で輸入 さ れ る 植物 に

つ い て は苗 を ポ ッ ト か

ら 取 り 出 し ， さ ら に一

部 の 苗 に つ い て は植 え

込み材料 を 除去 し て検

査 し て い る 。 病害 に つ

い て は ， 肉 眼 に よ る 植

物体の病徴観察， 病徴

部分の顕微鏡観察， 菌

の 分離培養等 に よ り 綿
備考 : ( )内 の数 値の単位は次のと おりであ る . 苗 類 : 百万本 ， 球根 類 : 百万球 ， 種 子類 : 千 t. 切 り花

密 に 検査 し て い る 。
類 : 百万本.

( 3 ) 球根類

輸入港 に お い て ， 害

虫， 病菌 を対象 と し て球根の表面， 切断 し た 内部 を 検査

し て い る 。 特 に ， 細 菌， 糸状菌等 を 対 象 と し た 検 査 で

は， 肉眼観察 に よ り 球根表面の病徴 に つ い て診断す る ほ

か， 球根表面か ら 擢病状況がわ か ら な い場合， 外皮 を 除

去 し ， あ る い は， 球根 を 切 断 し て 検査 し て い る 。 さ ら

に ， 病徴か ら 病原菌が診断 で き な い 場合 は ， 抗血清反

E 輸入検査と 発見病害虫

1 輸入検査

( 1 )  切 り 花類

検査 は， ま ず花， 茎お よ び葉 を 肉眼で注意深 く 観察す

る 方法 に よ り 検査す る 。 特 に ， 葉裏 に は ハ ダニ類や コ ナ
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応， 培養検査等 を行っ て い る 。 な お ， 隔離検疫免除の対

象 と な っ て い な い 球根 に つ い て は， 輸入港の 検査終了

後， 輸入者 に よ る 隔離栽培が義務付 け ら れて お り ， そ の

隔離栽培中 に 植物防疫官が隔離栽培園場 に 出 向 い て ウ イ

ル ス 病等 の検査 を行 っ て い る 。

( 4 ) 草花種子

種子類の輸入検査 と し て は， 輸入 さ れた港の コ ン テ ナ

ー ヤ ー ド 等 に お い て 主 に 害虫 を対象 に 飾 を使用 し て 一次

検査が行わ れ， そ の後， 植物防疫所 に お い て ， 一次検査

時 に サ ン プ リ ン グ し た 種子 に 対 し て 二次検査が行わ れ

る 。

二次検査 に お い て は サ ン プル種子 に対す る 拡大鏡 ・ 実

体顕微鏡観察， プ ロ ッ タ 一法 (炉紙 を敷 い て 湿室 と し た

シ ャ ー レ に種子 を置床 し ， 種子 に付着す る 菌体の生育 を

確認す る 方法) ， 種子か ら 分離 し た 病菌の培養検査等 を

実施 し て い る 。

2 検疫措置

輸入検査の結果， 病害虫が認め ら れた場合， 輸入植物

検疫規程 に 基づ き 所定 の 措置が適用 さ れ る 。 害虫 の場

合， 主 と し て 消毒措置が適用 さ れ る が， 適 当 な 消毒方法

がな い場合 に は廃棄措置 (積戻 し を含む) が行わ れ る 。

病害の 場合， 擢病 し た 苗， 球根類 に つ い て ， も し 羅病

苗 ・ 球根類 と 健全 な も の と が選別で き る 場合は， 選別措

置が， 選別が不可能 な場合 は ， 廃棄措置が適用 さ れ る 。

3 発見病害虫

過去 5 年間 に輸入検査で発見 さ れた 主 な病害虫 は表-3

の と お り であ る 。

な お ， 平成 8 (1996) 年 に 病害虫 が発見 さ れ不合格 と

な っ た割合は， 切 り 花類 13 . 7%， 苗木類 3 . 9%， 球根類

0 . 9%， 草花種子 1 . 6% で あ っ た 。

( 1 )  切 り 花類

病害 : 病害で廃棄 と な っ た事例 は 少 な い 。 数少 な い事

例であ る が， 最近， 南ア フ リ カ 共和国産 グ ラ ジ オ ラ ス 切

り 花が 日 本未発生の さ び病 に よ り 廃棄 と な っ た事例があ

っ た。

平成 9 (1997) 年， 新東京国際空港 に 輸入 さ れた 南 ア

フ リ カ 共和国産グ ラ ジ オ ラ ス 切 り 花の葉の両面 に 葉脈に

ほ ぼ直角 に横切 る 短線状 で， 大 き さ 3 X O . 7 mm 以下の

オ レ ン ジ色のや や隆起 し た斑点 (夏胞子堆) が多数認め

ら れた。 こ れ ら の夏胞子堆 は最初表皮が盛 り 上が り 火ぶ

く れ状 と な る が， 成熟す る と 表皮が裂聞 し て 粉状を呈 し

て い た 。 裂開 し た部分 を 検鏡す る と 多数の オ レ ン ジ色の

さ び病菌の 夏胞子が観察 さ れた 。 ま れ に 葉 に包 ま れた花

茎上 に も 夏胞子堆が認め ら れた 。 精子器， さ び胞子堆 は

認め ら れず， ま た ， 冬胞子堆 も 観察時に は認め ら れなか

っ た 。 こ の た め， 観察 さ れた 形態 の ほ か， 病徴， 標徴の

観察， 夏胞子堆等の形態観察お よ び当該切 り 花 の 生産国

であ る 南ア フ リ カ 共和国 に お り る グ ラ ジ オ ラ ス の さ び病

菌の分布等 も 参考 に 同定が行わ れた。 そ の結果， 当該菌

は， ア フ リ カ や地中海沿岸地域 で そ の 発生や拡大が知 ら

れて い る Uromyces transversalis の 夏胞子世代 Uredo

transversalis と 同定 さ れた (春 日 井 ら ， 1998) 。 本菌 は，

我が国 の グ ラ ジ オ ラ ス で は 未報告であ る 。 当該切 り 花全

量 (2 梱， 200 本) が焼却処分 さ れた 。

害虫 : ア ブ ラ ム シ類， ア ザ ミ ウ マ 類， ハ ダニ類等 の微

小害虫が キ ク ， ラ ン お よ びカ ー ネ ー シ ョ ン等か ら 頻繁 に

発見 さ れて お り ， ま た ， サ カ キ ， パ ラ 等 か ら コ ナ ジ ラ ミ

類が発見 さ れて い る 。 ア ザ ミ ウ マ 類の 中 に は， ミ カ ン キ

イ ロ ア ザ ミ ウ マ や ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ が含 ま れて い

た。

植物検疫上特定重要病害虫 に 指定 さ れ， 我が国への侵

入が警戒 さ れて い る 害虫の発見事例 と し て は， ベ イ マ ツ

か ら ジ ュ ウ イ チ ホ シ ウ リ ハ ム シ， モ ミ か ら イ チ ゴ ク チ プ

ト ゾ ウ ム シ， プ ロ テ ア ， ギ ン ヨ ウ ジ ュ ， ツ ゲ 等か ら ア ラ

ーパラ ゾ ウ ム シ が そ れぞれ発見 さ れて い る 。

ジ ュ ウ イ チ ホ シ ウ リ ハ ム シ は北 ア メ リ カ に 分布 し ， 幼

虫がイ ネ 科植物の根を， 成虫が ウ リ 類等の植物 を加害す

る 。 ま た ， こ れ ら の 直接食害 に 加 え て ， 本種 は Radish

mosaic virus や Squash mosaic virus を媒介 し ， ウ リ 類

の青枯病 を起 こ す本邦未発生重要病菌 Erwinia trachei. 

ρhila の伝播 に 関与 し て い る (横浜植物防疫所， 1988) 。

イ チ ゴ ク チ プ ト ゾ ウ ム シ は ヨ ー ロ ツ ノ 勺 ロ シ ア ， �tア

メ リ カ ， ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド に 分布 し ， 成 虫 は イ チ ゴ の

葉， 果実 さ ら に は キ イ チ ゴ類， ブ ド ウ ， リ ン ゴ， モ モ 等

の薬を食害す る 。 若令幼虫 は細い根文 は太い根の先端部

し か食害 し な い が， 生育後期の幼虫 は植物 の 主根の外皮

を食害す る た め ， 植物体 は枯死す る 。 幼虫 は 主 と し て イ

チ ゴ， キ イ チ ゴ類， ク ロ ーパー や チ モ シ 一 等 の牧草， 広

葉樹や針葉樹の苗木の根 を 食害す る が， イ チ ゴ に対す る

被害が最 も 著 し い (横浜植物防疫所， 1990) 。

フ ラ ーノ f ラ ゾ ウ ム シ は ヨ ー ロ ツ ノ f， ア フ リ カ ， 北 ア メ

リ カ ， 南 ア メ リ カ ， 大洋州等広範 囲 に 分布 し ， カ ン キ ツ

類， パ ラ の他多種の植物 を加害 し， 成虫 に加害 さ れた 葉

は縁が丸 く 大 き く か じ り 取 ら れた よ う に な る 。 幼虫 は，

根 を 食害す る が， そ の 活動が激 し い 場 合 は， 葉 が黄化

し， 樹が衰弱 し て 枯死 す る こ と が あ る (横浜植物防疫

所， 1985 a) 。

そ の他， オ ー ス ト ラ リ ア や ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド か ら の シ

ン ビ ジ ウ ム や プ ロ テ ア切 り 花等 に ， マ イ マ イ の仲間であ

る Helix aspersa の付着が認 め ら れ， 廃棄 と な っ た 事例
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切 り 花 お よ び花 き 種苗の輸入植物検疫の現状

表 - 3 輸入苗木 ・球根 ・草花種子 ・切 り花から 発 見 された主 な病害虫 (l992�96年)

病 菌・害虫名 | 発 見 された植物

病 菌

苗木 類

Chrysanthemum V. B 

炭 そ 病 菌

根頭 がん し ゅ 病 菌

軟腐病 菌

球根類
アマリ リ ス赤 斑病 菌

チュ ーリ ップかい よう 病 菌

チュ ー リ ップ球根腐敗病 菌
ヒヤ シンス貧 腐病 菌

草花種子

各種植物 菌核病 菌

切り花
アナ ナ ス基腐病 菌

キク白さ び病 菌

筈虫

苗木 類
* キンケクチプトゾウムシ

Plalypus parallelus 
ツ ツ ナ ガ キクイムシ

フ ィ リ ピ ンザイノ キクイムシ

均leborus ρice附
ワタアプラムシ
モモアカ アプラムシ
ル ビ ーロウムシ

ハンエ ンカ タカ イ ガ ラムシ
アカ ホ シマル カ イガ ラムシ

ランシロカ イガ ラムシ

ミナ ミキイロアザミウマ

ネ ギ アザミウマ

TenuiPalPus paci}icus 
ニセ ナ ミハダニ

ナ ミハダニ
キタネ コプセ ンチュ ウ
サ ツ マイ モネ コプセ ンチュ ウ

球根 類
グ ラジ オ ラスアザミウマ

チュ ーリ ップ サ ピ ダニ

イモグサ レ セ ンチュ ウ

キタネ コプセ ンチュ ウ

草花種子
コナ ナ ガシンク イ ムシ
カ ク ムネ ヒ ラタムシ

トノレ コカ ク ムネ ヒ ラタムシ
カ ド コプホ ソ ヒ ラタムシ
コクヌ ストモド キ

切り花
ミカ ンミド リ アプラムシ

マメ アプラムシ

キク

サ ギ ソ ウ

サ ク ラ， パ ラ， ル ピ ナ ス

デンド ロビ ュ ーム

アマリ リ ス

チュ ー リ ップ
チュ ー リ ップ
ヒ ヤ シンス

コスモス， ヒ マワ リ ， ヒ ャ クニチソ ウ， ヤ グル マギ ク，

ヤ グル マソ ウ

アナ ナ ス

キク

アジ サ イ， カ エ デ， ク ロベ， サ イカ チ， トウヒ， パ ラ，

ヒ ノ キ， ピ ャ ク シン

パ キラ

パ キラ
ノ f キラ
ノ f キラ

キク ， ポ リ スキアス
ふ ーノ て フ

アグ ラオ ネ マ
ブ ア レ ノ プシス
ビ ロウ属

プラッソ レ ーリ オ カ トレ ヤ

キク， デンド ロビ ュ ーム

カ ーネ ーショ ン， キク ， コチョ ウラン， ナ デシコ
デンド ロビ ュ ーム

アジ サ イ

ココヤ シ， シロアミダネ ヤ シ

ツ ノレ ニチニチソ ウ， ヒ エ ンソ ウ

ガ ジ ュ マル

グ ラジ オ ラス

チュ ー リ ップ

アイリ ス， チュ ーリ ップ

シュ ウメ イギ ク

タケヤ シ属
ヒ マワ リ
コスモス
タネ ツ ケパナ 属
ヒワマリ

キク

キク

一一一 27 一一一

27 1 

が特記 さ れ る 。

本マ イ マ イ の原産地は地中

海沿岸か ら 西 ア ジ ア で あ り ，

か つ て 食用 と し て 移民 に よ り

運 ばれた り ， 物資の移動 と と

も に 北米， オ ー ス ト ラ リ ア 等

各 国 に 広 が っ た と さ れ る 。 マ

イ マ イ 類 の 中 で は 最 も 有害性

の 高 い も の の一 つ で， 果樹園

や菜園で大 き な被害が出 て い

る (�tJ l l ， 1993) 。 イ ギ リ ス ，

西 ヨ ー ロ ッ パ， 大西洋諸島，

南 ア フ リ カ ， オ ー ス ト ラ リ

ア ， ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ， ハ イ

チ ， メ キ シ コ ， チ リ ， ア ルゼ

ン チ ン， ア メ リ カ 合衆国 に 分

布 し て い る こ と か ら ， こ れ ら

の地域か ら の切 り 花輸入 に 際

し て は十分な 注意が必要で あ

る 。

( 2 ) 苗木類

病害 : パ ラ ， サ ク ラ 属植物

等か ら 根頭がん し ゅ 病， ア マ

リ リ ス ， ラ ン類等か ら 各種の

ウ イ ル ス ( H ippeastrum 

mosaic virus， Chrysanthe

mum virus B， Cymbidium 

mosaic virus 等) ， サ ボ テ

ン， サ ギ ソ ウ か ら フ ザ リ ウ ム

病， 炭 そ 病等 が そ れぞれ発見

さ れて い る 。 病菌の発見頻度

は 高 く な い が ， 平 成 9

(1997) 年 に は デ ン マ ー ク 産

カ ラ ン コ エ お よ びア ラ ピ ス 苗

か ら Botηtis cinerea が 発 見

さ れて い る 。 本菌 は， 日 本 に

お い て は カ ラ ン コ エ お よ びア

ラ ピ ス での発生記録 は な く ，

両病害の名称 を そ れぞれカ ラ

ン コ エ 灰色か ぴ病 お よ びア ラ

ビ ス 灰色か ぴ病 と 提案 さ れた

(君島 ら ， 1998) 。

害虫 : ツ ツ ジ， ガ ー ベ ラ ，

キ ク ， ペ ラ ル ゴニ ュ ー ム ， ア

ジ サ イ ， ラ ン類， テ イ ラ ン ジ
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表 - 3 ( つづ く )

病菌 ・ 害虫名 発見 さ れた植物

ワ タ ア ブラ ム シ | キ ク ， オ ン シ ジ ュ ー ム ， ユ リ

ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ | ヒ ガ ンバナ科
ム ギ ワ ラ ギ ク オ マ ル ア プラ ム シ | キ ク
チ ュ ー リ ッ プ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ 1 :カ ン ガルー ポー， ヒ ガ ンバナ科
モ モ ア カ ア プラ ム シ
ク ロ ス ジ コ パナ ア プラ ム シ
ム ギ ク ピ レ ア プラ ム シ
ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
コ ス モ ス ア ザ ミ ウ マ
ハ ナ ア ザ ミ ウ マ
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ

キ ク ， カ ー ネ ー シ ョ ン， オ ン シ ジ ュ ー ム
へ リ コ ニ ア ， ハ ナ ミ ョ ウ ガ
ヒ ガ ンバナ科
ト ウ シ ョ ウ プ， キ ク ， グ ラ ジ オ ラ ス
カ ー ネ ー シ ョ ン， キ ク ， レ ウ コ ス ペル ム ム
キ ク
キ ク ， デ ン ド ロ ビー ム， グ ラ ジ オ ラ ス
ラ ン， タ マ シ ダ， カ ー ネ ー シ ョ ン， キ ク

グ ラ ジ オ ラ ス ア ザ ミ ウ マ | グ ラ ジ オ ラ ス ， ト ウ シ ョ ウ プ
ネ ギ ア ザ ミ ウ マ | ラ ン， カ ー ネ ー シ ョ ン， オ ルニ ソ ガ ラ ム
ツ ノ ロ ウ ム シ | ヒ サ カ キ
ル ビー ロ ウ ム シ | マ ツ
ウ ス イ ロ マ ル カ イ ガ ラ ム シ | ア レ カ ヤ シ， タ ケ ヤ シ
マ ツ カ キ カ イ ガ ラ ム シ | マ ツ ， シ オ デ， シ ラ キ
チ ャ パネ ア オ カ メ ム シ | ヒ サ カ キ
パ イ ナ ッ プル コ ナ カ イ ガ ラ ム シ | ア ナ ナ ス
ミ カ ン コ ナ ジ ラ ミ | ヒ サ カ キ
オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ | デ ン ド ロ ビ ュ ー ム
ミ ナ ミ マ ル ツ チ カ メ ム シ | ホ シ セ ン ネ ン ポ ク
マ ツ ノ f ノ タ マノTエ | マ ツ ， サ カ キ ， ヒ サ カ キ
イ ラ ガ | シ ダ レ ヤ ナ ギ
タ J � コ ガ | ト ウ シ ョ ウ プ， キ ク ， カ ー ネ ー シ ョ ン
ハ ス モ ン ヨ ト ウ | ラ ン， ノ マ ラ
コ ナ ガ | ギ ン ヨ ウ ジ ュ

* ジ ュ ウ イ チ ホ シ ウ リ ハ ム シ l ベ イ マ ツ
* イ チ ゴ ク チ プ ト ゾ ウ ム シ | モ ミ
* フ ラ ーパ ラ ゾ ウ ム シ | プ ロ テ ア ， ギ ン ヨ ウ ジ ュ ， ツ ゲ

ケ ナ ガ コ ナ ダニ | シ ン ピ ジ ュ ー ム
パ イ ナ ッ プル ヒ メ ハ ダニ | ア ナ ナ ス
ニ セ ナ ミ ハ ダニ | カ ー ネ ー シ ョ ， カ ス ミ ソ ウ
ナ ミ ハ ダニ | カ ー ネ ー シ ョ ン， キ ク ， パ ラ
ウ ス カ ワ マ イ マ イ | ア ン ス リ ュ ー ム ， カ ラ ー， ド ラ セ ナ
オ ナ ジ マ イ マ イ | パ ラ ， ホ シ セ ン ネ ン ポ ク
Helな 岬ersa シ ン ピ ジ ュ ー ム， プロ テ ア， カ ラ ー
コ ウ ラ ナ メ ク ジ | ゲ イ ラ ッ ク ス ， ド ラ セ ナ， ヒ サ カ キ

ウ ム シ が， オ ラ ン ダ産パ ラ ，

ア ジ サ イ ， ク ロ ペ， ベル ギ ー

産パ ラ 科植物， デ ン マ ー ク 産

へ デ ラ か ら 発見 さ れ て い る 。

特 に ， 平成 9 年 (1997) に は

同 虫 が発見 さ れ る 事例 が 26

件 あ る が， そ れ ら は， 輸 出 国

の栽繕場所で発生 し ， 付着 ・

混入 し た と 見 ら れ る 。 最近，

根回 り の ビ ー ト モ ス 内 だ り で

な く 包装箱内 か ら 発見 さ れた

こ と も あ る 。

キ ン ケ ク チ プ ト ゾ ウ ム シ

は， ヨ ー ロ ツ ノ-e ， �t ア メ リ

カ ， 大洋州等 に 分布 し ， ブ ド

ウ ， テ ン サ イ ， オ ラ ン ダイ チ

ゴ， キ イ チ ゴ， そ の他多 く の

広葉かん木お よ び観葉植物，

球根類 を加害す る 。 成虫 は葉

を 食害 し， 縁 を半 円 形 に 切 り

取 っ た よ う な食痕 を残す。 幼

虫 は根 を 食害 し ， 寄主植物 を

枯死 さ せ る こ と も あ る 。 外国

で は ブ ド ウ の ほ か， イ チ ゴ，

マ メ 類等 に 大被害 を与 え た 記

録があ る (横浜植物防疫所，

1985 b) 。

( 3 ) 球根類

病 害 : 各 種 球 根 か ら 軟 腐

病， フ ザ リ ウ ム 病が発見 さ れ

る ほ か， ヒ ア シ ン ス 黄腐病，

チ ュ ー リ ッ プか い よ う 病が発

見 さ れて い る 。
ナ メ ク ジ l ノ ー プル フ ァ ー

* 特定重要病害虫検疫要綱で指定 さ れた 特定重要害虫.

ア 等か ら ア ブ ラ ム シ 類， カ イ ガ ラ ム シ 類， コ ナ ジ ラ ミ

類， ア ザ ミ ウ マ 類が発見 さ れ， ド ラ セ ナ ， パ キ ラ ， ユ ッ

カ 等木本植物か ら は， カ イ ガ ラ ム シ 等 の 他 に キ ク イ ム

シ， カ ミ キ リ ム シ等が発見 さ れて い る 。 他に， パ ラ ， フ

イ カ ス ， ド イ ツ ス ズ ラ ン等か ら は ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ ，

ネ コ プセ ン チ ュ ウ も 発見 さ れて い る 。 最近で は， 切 り 花

の項で記述 し た Helix aゆersa が ア メ リ カ 産サ ボ テ ン，

オ ー ス ト ラ リ ア産 CalIistemon で発見 さ れて い る 。

害虫 : 害虫の発見事例 は 少

な い が， グ ラ ジ オ ラ ス か ら グ

ラ ジ オ ラ ス ア ザ ミ ウ マ ， チ ュ

ー リ ッ プか ら チ ュ ー リ ッ プサ ピ ダニ， ア イ リ ス ， チ ュ ー

リ ッ プか ら イ モ グサ レ セ ン チ ュ ウ 等が発見 さ れ る こ と も

あ る 。

ま た ， 特定重要病害虫 の一つ で あ る キ ン ケ ク チ プ ト ゾ

( 4 ) 草花種子

ヤ グルマ ソ ウ ， コ ス モ ス ， ヒ マ ワ リ 等 か ら 菌核病等が

ま れ に 発見 さ れ る ほ か， ヒ ャ ク ニ チ ソ ウ か ら 黒斑病が発

見 さ れて い る 。 害虫が発見 さ れ る 事例 は 少 な い。
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お わ り に

国際間の輸送手段の著 し い発達お よ ひや外国産種苗類へ

の 依存度合が高 い 昨 今 の 我 が 国 の 種苗需給事情 を 背景

に ， 世界各国か ら 切 り 花や花 き 苗類， 種子類が短時間 の

う ち に新鮮な状態で大量 に輸入 さ れて い る 。 こ の よ う な

状況の下で海外 に発生 し て い る 病害虫が短時間の聞 に種

苗類 に付着 し て ， 我が国 の 農業生産の場に直接持 ち 込 ま

れ る 可能性 は高 ま っ て い る と い え る 。 ま た ， 種苗類 は，

我が国 の農業生産 の基礎的資材で あ る た め ， そ れ 自体が

病害虫 に 汚染 さ れな い健全な も の で あ る 必要があ る 。 こ

の た め植物検疫 に お い て は， 海外か ら 花 き 類， 種苗類に

付着す る 病害虫の直接圃場への侵入お よ び ま ん延 を 防止

す る た め の種苗検疫の役割が重要性 を増 し て い る 。

一方， 輸入植物の検疫 に お い て は， 国際間 の貨物 (植

(19 ペー ジ よ り 続 く )
ぶ ど う : 一年生及び多年生雑草 : 春期雑草生育期 (草丈

20 cm 以下) (収穫 30 日 前 ま で) 2 回 : 雑草茎葉散布，
桑園 : 一年生及び多年生雑草 : 春期萌芽前 ・ 夏切 り 後
萌芽前 ・ 雑草生育期 (草丈 20 cm 以下) 2 回 : 雑草茎
葉散布， 公 園 ・ 庭 園 ・ 堤 と う ・ 駐 車場 ・ 道 路 ・ 運 動
場 ・ 宅地 ・ 鉄道 ・ の り 面等 : 一年生及 び 多 年生雑草
(大型多年生 イ ネ 科雑草 を 除 く ) : 雑草生育期 (草丈
30 cm 以下) 2 回 : 雑草茎葉散布

之と上之主乳剤 (S-604 乳剤〕
ク レ ト ジ ム 23 . 0%
セ レ ク ト 乳剤 (10 . 4 . 24)
19944 (住友化学)
セ レ ク ト TM 乳剤 ( 10 . 4 . 24)
19945 ( ト ー メ ン)
小豆 : 畑地一年生イ ネ 科雑草 : 雑草生育期 ( イ ネ 科雑草

3�5 葉期) 収穫 45 目 前 ま で 1 回 : 雑草茎葉散布 : 北
海道， て ん さ い : 畑地一年生イ ネ 科雑草 : 雑草生育期
( イ ネ 科雑草 3�5 葉期) 収穫 30 日 前 ま で l 回 : 雑草
茎葉散布 : 北海道

ヱ ト キ シ ス ル フ ロ ン ・ ピ ラ ゾ レ ー ト ・ プ レ チ ラ ク ロ ー ル

粒剤 (HJ-941 1 キ ロ グ ラ ム 粒剤〕
エ ト キ シ ス ル フ ロ ン 0 . 21%， ピ ラ ゾ レ ー ト 12 . 0%， プ

レ チ ラ ク ロ ー ル 4 . 5%
ト ッ プ ラ ン 1 キ ロ 粒剤 (10 . 4 . 24)

19946 ( ア グ レ ボ ジ ャ ノ T ン)
移植水稲 : 水田一年生雑草及 びマ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ ・ ウ

リ カ ワ ・ ミ ズ ガ ヤ ツ リ ・ へ ラ オ モ ダ カ (北 海 道， 東
北) ・ ヒ ル ム シ ロ (北 陸， 近畿 ・ 中 国 ・ 四 国 の 早期 を
除 く ) ・ セ リ (九州 の普通期 を 除 く ) ・ ア オ ミ ド ロ ・ 藻
類 に よ る 表層 は く 離 (北海道， 近畿 ・ 中 国 ・ 四 国の普
通期) : (移植後 3�13 日 ( ノ ビエ 1 . 5 葉期 ま で) : 壌
土~埴土 (減水深 2 cm/ 日 以 下) : 北 海道 壌 土~埴
土 (減水深 1 . 5 cm/ 日 以 下) : 東北， 移植後 3�16 日

物類) の流通 を 匝害 し な い よ う 迅速 か つ 円 滑 な手続対応

が求 め ら れて い る 。

し た が っ て ， 植物検疫 に お い て は ， 検査精度 に 関 す る

一層 の技術水準 の 向上 と 検疫手続 に 関す る 簡素化 ・ 迅速

化 と い う ， と も す る と 相容れ難い両要件 を 満足 さ せ る こ

と が重要であ り ， 常 に こ の 両要件 を 念頭 に 的確か つ 円 滑

な植物検疫 を遂行す る よ う 努め て い る 。

引 用 資 料
1 ) 春 日 井健司 ・ 本蔵洋一 (1998) : 横浜植防ニ ュ ー ス 644 : 

4 
2) 君島悦夫 ら (1998) : 平成 10 年度 日 本植物病理学会大会

講演要 旨了稿集 : 216. 
3) 北川憲一 (1993) 横浜植防ニ ュ ー ス 617 : 3 
4) 横浜植物防疫所 (1985 a) 侵入 を 警戒 す る 病害虫 と 早

期発見の手引， 日 植防 : 82�83. 
5) -- ( 1985 b) : 向上 : 106�107 
6) 一一一一一 ( 1988) : 植物防疫所病害虫情報 26 : 6. 
7) 一一一一 ( 1990) ・ 向上 32 : 7. 

( ノ ビエ 2 葉期 ま で) : 埴壌土~埴土 (減水深 1 cm/ 日
以下) : 北 陸， 移植後 3�12 日 ( ノ ピ エ 2 葉期 ま で，
但 し 砂 壌 土 は ノ ビ エ 1 . 5 葉 期 ま で) : 砂 壌 土~埴土
(減水深 2 cm/ 日 以下) : 関東 ・ 東山 ・ 東海の普通期栽
培地帯， 移植後 3�11 日 ( ノ ビ エ 2 葉期 ま で) : 砂壌
土~埴土 (減水深 1 cm/ 日 以 下) : 近畿 ・ 中 国 ・ 四 国
の普通期栽培地帯 ; 埴壌土~埴土 (減水深 1 cm/ 日 以
下) : 九州、| の 普通期栽培地帯， 移植後 3�16 日 ( ノ ビ
エ 2 葉期 ま で) : 壌土~埴土 (減水深 1 cm/ 日 以下) : 
近畿 ・ 中 国 ・ 四 国 の早期栽培地帯 ; 砂壌土~埴土 (減
水深 1 cm/ 日 以 下) : 九州 の 早期栽培地帯) : 1 kg/10 
a 1 回 : 湛水散布

キザ ロ ホ ッ プエ チ ル水和剤
キ ザ ロ ホ ッ プエ チ ル 7 . 0%
ポル ト フ ロ ア プル (10 . 4 . 24)
19966 ( 日 産化学) ， 19967 ( 日 本農薬)
〔だ い ず : 畑地一年生 イ ネ 科雑草 ( ス ズ メ ノ カ タ ピ ラ を

除 く ) : 雑草生育期 ( イ ネ 科雑草の 3�6 葉期， 但 し収
穫 60 目 前 ま でに あ ず き ・ イ ン ゲ ン マ メ : 畑地一年生
イ ネ 科雑草 ( ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ を 除 く ) : 雑草生育期
( イ ネ 科雑草の 3�6 葉期， 但 し収穫 50 目 前 ま で) ; て
ん さ い : 畑地一年生イ ネ 科雑草 ( ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ を
除 く ) : 雑草生育期 ( イ ネ 科雑草の 3�6 葉期， 但 し収
穫 30 日 前 ま で) ) : 1 回 : 雑草茎葉散布 : 北海道

「 そ の他」
展着剤
ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ド デ シ ル エ ー テ ル 30 . 0%
サ プ ラ イ (10 . 4 . 8)
19940 (花王)
DCMU， プ ロ マ シ ル， パ ラ コ ー ト ， DCMU ・ タ ー パ シ

ル， グ リ ホ サ ー ト ， グル ホ シ ネ ー ト ， ビ ア ラ ホ ス な ど
の除草剤 : 1O�30 m l/10 1 散布液 : 添加
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